
 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                       

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歯を失わないためには、歯周病予防が必要です。 

 歯周病は初期には自覚症状が少ないため、定期的な健診が

早期発見に役立ちます。 

 健診に加えて、口腔清掃もしてもらいましょう。 
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歯数（本）と４mm以上ポケットありの者（％）

現在歯数 ４ｍｍ以上のポケットありの者

現 在 歯 数 は 

５０歳頃から                 

  減 少 

歯周病の者は 

２０-６０代で  

増 加 

 

小樽市保健所  小樽市歯科医師会  北海道歯科衛生士会小樽支部 

 

 定期的な健診で、歯周病

を早期発見 

 プロによるお口の清掃で、

歯周病菌を増やさない 

 歯肉の炎症を改善して、

歯周病の進行を抑制 

 歯肉の境目を丁寧に

ブラッシング 

 糸ようじや歯間ブラシ

で歯間部清掃 

 歯科医院で指摘され

た部位は特に丁寧に

清掃します 

（本） （％） 

Ｈ２９歯科疾患実態調査より 

歳 

プロケア 

歯科医院などで 

歯みがき指導や予防処置 

セルフケア 

歯科医・歯科衛生士の指導

お口のケアを自分で行う 


